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（
臨
時
的
任
用
）

第
二
十
二
条
の
三

人
事
委
員
会
を
置
く
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
任
命
権
者
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
緊
急
の
と
き
、
臨
時
の
職
に
関

す
る
と
き
、
又
は
採
用
候
補
者
名
簿
（
第
二
十
一
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条

第
一
項
に
規
定
す
る
昇
任
候
補
者
名
簿
を
含
む
。）が
な
い
と
き
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
六
月
を
超
え

な
い
期
間
で
臨
時
的
任
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任
命
権
者
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認

を
得
て
、
当
該
臨
時
的
任
用
を
六
月
を
超
え
な
い
期
間
で
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
再
度
更
新
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
は
、臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
者
の
資
格
要
件
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

人
事
委
員
会
は
、
前
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
臨
時
的
任
用
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

４

人
事
委
員
会
を
置
か
な
い
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
任
命
権
者
は
、
地
方
公
共
団
体
の
規
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
緊
急
の
と
き
、
又
は
臨
時
の
職
に
関

す
る
と
き
は
、
六
月
を
超
え
な
い
期
間
で
臨
時
的
任
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任
命
権

者
は
、
当
該
臨
時
的
任
用
を
六
月
を
超
え
な
い
期
間
で
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
再
度
更
新
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

５

臨
時
的
任
用
は
、
正
式
任
用
に
際
し
て
、
い
か
な
る
優
先
権
を
も
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

６

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
た
職
員
に
対
し
て
は
、
こ
の
法
律
を
適
用
す
る
。

第
二
十
五
条
第
三
項
第
五
号
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
非
常
勤
職
員
」を「
非

常
勤
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
の
六
第
八
項
中
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
か

ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
の
四
第
五
項
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
中
「
第
三
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
の

任
期
」
を
削
り
、「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
中
「
及
び
同
条
第
五
項
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
の
任
期
」
を
削
り
、「
第
四
項
」

を
「
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
非
常
勤
職
員
（
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
及
び
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る

職
員
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」

に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、「
占
め
る
職
員
」
の
下
に
「
及

び
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
」
を
加
え
る
。

附
則
第
二
十
一
項
を
削
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
百
三
条
の
二
第
一
項
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
の
非
常
勤
」
を
加
え
、「
そ
の
他
の
委
員
」
を
削
り
、「
短
時
間

勤
務
職
員
」
の
下
に
「
及
び
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
」
を
加
え
、
同
条
第

二
項
及
び
第
三
項
中
「
職
員
」
を
「
者
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
及
び
費
用
弁
償
」
を
「
、
費
用
弁
償
及
び
期

末
手
当
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
で
、
第
一
項
の
者
の
う
ち
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に

掲
げ
る
職
員
に
対
し
、
期
末
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
百
四
条
第
一
項
中
「
短
時
間
勤
務
職
員
」
の
下
に
「
及
び
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号

に
掲
げ
る
職
員
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
の
職
員
」
を
「
の
者
」
に
改
め
る
。

第
二
百
四
条
の
二
及
び
第
二
百
五
条
中
「
職
員
」
を
「
者
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
及
び
附
則
第
四
条
の
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
施
行
の
た
め
に
必
要
な
準
備
等
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務
員
法
（
次
項
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
「
新
地
方
公
務
員

法
」
と
い
う
。）の
規
定
に
よ
る
地
方
公
務
員
（
地
方
公
務
員
法
第
二
条
に
規
定
す
る
地
方
公
務
員
を
い
う
。
同
項
に

お
い
て
同
じ
。）の
任
用
、
服
務
そ
の
他
の
人
事
行
政
に
関
す
る
制
度
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
自

治
法
（
同
項
に
お
い
て
「
新
地
方
自
治
法
」
と
い
う
。）の
規
定
に
よ
る
給
与
に
関
す
る
制
度
の
適
正
か
つ
円
滑
な
実

施
を
確
保
す
る
た
め
、
任
命
権
者
（
地
方
公
務
員
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
任
命
権
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）は
、
人
事
管
理
の
計
画
的
推
進
そ
の
他
の
必
要
な
準
備
を
行
う
も
の
と
し
、
地
方
公
共
団
体
の
長

は
、
任
命
権
者
の
行
う
準
備
に
関
し
必
要
な
連
絡
、
調
整
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

総
務
大
臣
は
、
新
地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
務
員
の
任
用
、
服
務
そ
の
他
の
人
事
行
政
に
関
す
る
制

度
及
び
新
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
る
給
与
に
関
す
る
制
度
の
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
公

共
団
体
に
対
し
て
必
要
な
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
前
項
の
準
備
及
び
措
置
の
実
施
状
況

を
把
握
し
た
上
で
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
準
備
及
び
措
置
に
つ
い
て
技
術
的
な
助
言
又
は
勧
告
を

す
る
も
の
と
す
る
。

（
臨
時
的
任
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
公
務
員
法
（
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て

「
旧
地
方
公
務
員
法
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
臨
時
的
任
用
の

期
間
又
は
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
さ
れ
た
臨
時
的
任
用
の
期
間
の
末
日
が
こ
の
法
律
の

施
行
の
日
以
後
で
あ
る
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
附
則
第
十
七
条
に
お
い

て
同
じ
。）に
係
る
当
該
臨
時
的
任
用
（
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。）

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政

令
で
定
め
る
。

（
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
中
「
及
び
職
務
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
の
弁
償
」
を
「
、
職
務
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
の
弁
償

及
び
期
末
手
当
」
に
改
め
る
。

（
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中「（
常
時
勤
務
の
者
及
び
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八

条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
に
限
る
。
第
二
十
三
条
第
二
項
を
除
き
、以
下
同
じ
。）」

を
削
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
地
方
公
務
員
法
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）」を
加
え
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
を「（
条
件
付
任
用
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を「
第
二
十
二
条
」

に
、「
同
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
（
」
を
「
第
二
十
二
条
（
同
法
第
二
十

二
条
の
二
第
七
項
及
び
」
に
、「
同
条
同
項
」
を
「
同
法
第
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
非
常
勤
の
講
師
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職

を
占
め
る
者
及
び
同
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
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